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宮下義孝・今田美明・茄子川

1。 まえがき

積雪寒冷地で使用される自動車に関して特に冬

期間では、スパイクタイャの粉じんによる環境間

題,運転走行上の問題および車の機能上の問題等
が挙げられる。これらは障雪および寒冷であるた

めに超因するものである。

今回、北海道でも特に積雪寒冷地域を4地域に区

分し、整備関係者(2,9504)および運送関係の運

転者(525件 )を対象とする調査を行つた。なお、

この調査は平成元年H月より2年4月 にかけて実施

し、積雪寒冷地における諸問題の実態をまとめた

結果を報告する。

2.北海道嘲 田囃 と磨
―

道内でも、降雪が少ない温暖地域を除き、札幌

,旭川,北見および鋼路の各都市の1,987～ 1,990年

の3年間におけるH月から翌年の3月 までの気争に
ついて、月平均気温を固1に示す。

一方、道内における冬期間の道路の状況は、圧雪

路面,凍結路面,轍路面,アスフアルトが露出し
た路面と様々な路面が見られる。札幌市の様に率

の交通量の多い都市では、スパイクタイヤによる

粉じん問題および道路の損傷問題も大きくなり,

市条例、道公安委員会の改正規則さらに環境庁に

よる指定地域での使用禁止等の規制が施行される

ことになり、粉じん問題も解消される方向に向か

うものと思われる。 (運送関係の調査結果では、

「全輪ともスパイクタイヤを装着している」回答

は4296)従つて、ここ数年はスパイクタイヤとス

タッドレスタイヤの混合交通となることから、交

通安全面での問題が残される。

3.冬期間における法定整備以外の整備の
実態 (整備関係者を対集)

3.1 冬の準備および故障 。苦僣整備の有無

法定整備以外で、冬に備えての準備整備の依頼の

回答が76%であり、冬特有な故障・苦情による整

備依頼では、7796とほぼ同数であり予想以上の高

率回答である。地区別では、札幌地区に対して寒

捷久 (北海道自動車短期大学)

冷地区 (北見,旭りIDほど高い傾向が見られる (
図 2)。 なお、対象車種としては、準備整備で乗

用車が58%, トラックが3496,特殊車両・その他
が13%の回答であつた。さらに、故障の原因は「

使い方」とする回答が多く、故障・苦情による整

備も1～ 2月に集中する傾向が見られた。

3.2 冬の準備としての各装置の整備状況
1)冬の準備のための各装置については、ラジェー

タ関係,パッテリ関係が55%で最も多く、エンジ

ン関係が53%,ヒ ータ関係が30%,燃料系が36%
であり、他の各装置についてはこれらより下回る

回答であつた (図 3)。 札幌地区に対して、他の

地区は上回る回答であり、寒冷地区ほど実歯率が

高t瀬向が見られた。
2)各装置の中で回答の多い項目について見ると (

図4)、 ラジェータ関係では、冷却水の「LLC
液」への交換が最も多く49%,パッテリ関係では、
「老巧による交換」が3996,「容量不足による交

換」もあ%であり、これらの交換するパッチリの

容量は、「標準容量」と交換するが22%,「容量
アップ」したものと交換するが23%と ほぼ同率あ

つたが、旭川,北見地区で「容量アップJの方が
上回つた回答である。エンジン関係では、「エン

ジンオイルの交換」力■5%で多く,「サーモスタ
ットの交換」も39%見られた。ヒータ関係では、
「別置きヒータの取付」が24%であり、燃料系で

は、「燃料系の水抜き」が35%であった。これら

に次いで「トランスミッションのオイル交換」も

2096見 られた。以上のことから、冬に備えての準

備の実態を捉えることができる。

3.3を特有な故障・苦僣の各装置の整備
1)冬特有な故障・苦情の各装置については、エン

ジン・パッテリ関係力℃2%で最も多く、ヒータ関

係が5396,燃料系が39%,ボディ関係が3796,ラ
ジエータ関係が29%, トランスミッション関係が
19%であり、これら以外の装置は極めて低い回答
である (国 5)。 地区別では、札幌地区に対して
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回3 冬の準備の各装置 (複数回答)

図5 冬の故障 苦情の各装置 (夕数回答)

各 装 置項 目
a ttlutt N旭

"口

は 国 北■地区 圏 帥路地区

回6 冬の故障苦情・各装置の主要回答項目 (複数回答)

地 区

'1Z経験有り国経験無し
回7 通送関係車両のパッテリ上がり

螢 E男 1
回8 ョ送関係車両の吹雪走行時の主な故障 (複数回答)

地
区
別
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障
装
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0)エ ンソンオイル交晏
② サー●スタ,}交 換
o冷 コ水 (tLC崚 )交●
K41 ttll嘉 0水薇

`15)パ ッチ,交燎 (をわ
0パ ,,り 交口 (答■不足)
0'1■ さヒータの取付け
O t,シ ,′ オイ″交n

各 螢 ■ ■ 自

●ォし駆 N旭川地区目北見地区囲釧絶地区

回4 冬の準備・各装置の主要回答項目 (複数回客)

0 ド7● ,,凍0(キー穴)
r61 ドア

“

膚 張りけさ
0'ジ ■―夕のホ

`が
Fがる

01,シ ●ンのシフト

地 区 別
吻冬引出隋 り国急か鵬疇 し目 冬か爛晴 り囲 摯か国薦 し

回2 冬期の準||・ 故障苦情の整備の有無

ブレー■ラジェータ
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他の地区は殆どの装置が上回りまた、エンジン・

パッテリ関係は全地区が半数を上回る回答である。

2)各装置の中で回答の多い項目について見ると、
エンジン関係では、「エンジンが始動しない (低

温時)」 力
`5496,パ

ッテリ関係では、「バッテリ

上がり(過放電状態)」 が46%,ヒータ関係では、
「ヒータの動きが悪いJがЮ%,「車室内が昼るJ
が15%,燃料系では、「燃料の凍結」が37%,ボ
デイ関係では、「ドアロックの凍結 (キー穴)J
が34%,「 ドア凍結・張り付き」が25%,ラ ジェ
ータ関係では、「水温が下がる (低温時)」 が2

5%, トランスミッション関係では、「シフトが
重い (低温時)」 が18%であり、これら以外の装

置については、1096以下の回答であつた。 (図 6)
この中で「エンジンが始動しないJが、札幌地区
を除き他の地区は半数を上回る回答である。これ

らより、厳寒期におけるエンジンの始動性,曖房
および凍結の「E題等の実態を見ることができる。

4.冬期間における遍送車両の使用車の実態
4.1始動に関する装置の仕様

通送車両の駐車場所としては、冬期間でも殆ど

が「屋外Jが90/である。この対象車両のうち、
「積載量8ト ン以上」が58%を占め、大型車両と
してはやむを得ぬ状況と判断される。始動時のパ

ッテリ上がりでは、半数に近い者が「経験有りJ

で (図 7)、 従つて厳寒期の早朝のエンジン始動

に関しては、車両の保守整備や対策が一段と要求

されると思われる。パッテリ仕様に関しては、「

標準仕様」が23%,「寒冷地仕様」が77%である。
スタータ仕様では、「標準仕様」が殆どであり、

「容量アップ」とする回答はわずかである。ジェ

ネレータ仕様では、「標準仕様」が91%,「容量
アップJがゎずか9%である。ヒータの仕様では、
「標準仕様」が22%,「寒冷地仕様」が63%,さ
らに「丸型ヒータを増設する」が1596見 られた。

これらより、冬期間は特にバッテリに関しては、

容量低下と共に始動時の負荷増加となり、過酷な

使用条件下にある。そのため定期的なメンテナン

スを実施することも必要であるが、さらに容量不

足となる場合の対策としてジェネレータの容量ア

ップを図り、寒冷地仕様であるパッテリ容量の見

直しも必要と思われる。

4.2吹●走行中の故障および視

“

性

道内の1月～2月では、吹雪に遭週する走行とな

ることが度々あり、「故障経験がある」が36%で

ある.その故障した装置を挙げると図8に示す通

り、燃料系が最も多く、ヒータ関係,吸気系,エ
ンジン関係等が見られる。これらの故障は雪の吹

き込み,寒冷による凍結に起因するものである。
一方、視認性に関して後部反射器では、乗用車,

負物車に対しておよそ4∝が悪いと回害し、車体

色に関しては自,灰色系が赤,青,黒系色よりか
なり悪いとする回答が多く見られ、特に乗用車で

は比較的自色系が多いので注意を要する。

5.自動車メーカに対する改善要望
今回の調査で自動車メーカに対して、改善要望

があつた主な事項を挙げる。

・フコントガラスヘ熱線を入れる。ヒータ容量の

アップ・フィパブレードに雪氷が付着しない対策
・エンジンの始動性の向上 (バ ッチリの容量アッ

プ)。 アンチロックブレーキ装置の全車標準装備

・ ドアロックの凍結・熱線 ミラーの普及・エンジ

ンルーム内の雪の巻き込み防止・ロードクリアラ

ンスの低過ぎ (下廻りの損傷)・ 4WD車の普及
・寒冷地での試験を十分に実施しての対策等非常

に多くの要望が見られた。これらは積雪寒冷地で

あるが故の要望である。

6.あとがき
今回、北海道の積雪寒冷地で使用される車につ

いて、整備に携わる者の立場から見た冬期間の準

備・故障に関する実態を概ね捉えることができた

と思われる。また、運送を専業とする運転者の立

場から調査した結果の一部をまとめたものである。
一方、交通事故等の現状から判断すると、安全性

および視認性の向上が必要である。終わりに、こ

れらの結果が車の改善対策の一助になれば幸いで

ある。今回の調査を実施するに当り、関係機関の

各位に過大なご協力を頂き感謝の意を表する次第

であります。
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